
20【日台共栄】平成27年5月　第37号

　

呂
秀
蓮
前
副
總
統
，
蔡
明
憲
前
國
防
部

長
，
張
旭
成
前
國
安
會
副
秘
書
長
一
行
訪
問

日
本
，
於
二
月
廿
三
日
在
本
人
所
屬
的
「
日

本
戰
略
研
究
論
壇
」
中
宣
講
「
台
灣
和
平
中

立
宣
言
」。
由
於
事
前
我
們
沒
有
被
告
知
要
談

「
中
立
化
」
一
事
，
所
以
我
們
在
當
日
只
是

傾
聽
呂
氏
發
言
，
沒
有
對
此
構
想
表
示
明
確

的
贊
同
或
反
對
。

　

數
日
後
，
我
們
看
到
呂
氏
、
蔡
氏
、
張

氏
在
所
發
表
的
論
文
中
提
到
本
論
壇
「
樂
見

台
灣
的
獨
立
與
中
立
」，
也
表
示
日
本
各
界

支
持
其
中
立
化
之
構
想
，
對
此
我
們
深
感
意

外
。
在
此
我
們
必
須
澄
清
，
當
日
我
們
完
全

沒
有
任
何
支
持
台
灣
中
立
化
的
表
示
。
事
實

上
，
我
們
認
為
台
灣
的
中
立
化
不
僅
不
實

際
，
也
與
日
美
在
亞
太
地
區
安
全
防
衛
上
的

戰
略
相
左
。

　

首
先
，
台
灣
雖
事
實
上
獨
立
，
但
中
國

對
台
灣
的
領
土
野
心
及
對
附
近
海
域
的
霸
權

主
張
才
是
台
灣
最
大
的
威
脅
。
我
們
認
為
扼

止
中
國
對
台
灣
的
侵
略
企
圖
，
才
是
台
灣
的

當
務
之
急
。

　

台
灣
只
有
在
已
成
為
國
際
社
會
所
承
認

的
法
理
主
權
獨
立
國
家
後
中
立
才
可
能
成
為

選
項
，
但
即
或
如
此
，
中
立
也
不
是
自
己
一

國
可
以
決
定
的
。
中
立
必
須
得
到
關
係
諸
國

的
承
認
。
對
此
，
我
相
信
中
國
及
周
邊
國
家

同
意
的
可
能
性
都
相
當
低
。

　

此
外
，
中
立
後
包
括
抑
止
核
子
攻
撃
的

軍
備
必
須
完
全
由
自
己
一
國
承
擔
，
其
國
防

經
費
與
人
民
的
負
擔
將
大
幅
增
加
。
台
灣
如

本
稿
は
、
三
月
二
十
一
日
付
「
自
由

時
報
」
の
「
自
由
廣
場
」
欄
に
掲
載
さ

れ
た
川
村
純
彦
氏
に
よ
る
投
稿
記
事
で

あ
る
。
前
掲
の
小
田
村
四
郎
会
長
声
明

「
台
湾
の
平
和
中
立
宣
言
に
つ
い
て
」

の
解
説
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
戦
略

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
も
つ
と
め
る
本

会
の
川
村
常
務
理
事
（
現
・
副
会
長
）

は
、
呂
秀
蓮
・
元
副
総
統
ら
が
提
案
し

た
「
台
湾
和
平
中
立
宣
言
」
に
つ
い
て

そ
の
経
緯
と
と
も
に
問
題
点
を
記
し
て

い
る
。
こ
こ
に
、
日
本
語
の
原
文
「
台

湾
の
中
立
化
主
張
は
有
害
無
益
」
も
併

せ
て
掲
載
す
る
。
　
　
　
　（
編
集
部
）

台湾和平中立宣言に言及する呂秀蓮・元副総統ら（写真
左から、呂氏、通訳、蔡明憲氏、張旭成氏、2 月23日、
日本戦略研究フォーラム）

台
湾
紙
「
自
由
時
報
」
自
由
廣
場
掲
載
（
３
月
21
日
）

台
灣
中
立
化
　
有
害
無
益
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村む
ら
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こ
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に
つ
い
て
話
し
合
う
と
は
知
ら
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
当
日
は
呂
氏
の
発
言
を
聞
い

た
だ
け
で
、
こ
の
構
想
に
つ
い
て
明
確
な
賛

同
あ
る
い
は
反
対
を
表
明
し
な
か
っ
た
。

数
日
後
、
我
々
は
呂
氏
、
蔡
氏
、
張
氏
が

発
表
し
た
論
文
に
お
い
て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
「
台
湾
の
独
立
と
中
立
を
歓
迎
し
た
」
と

さ
れ
、
日
本
各
界
が
こ
の
中
立
化
構
想
を
支

持
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
我
々
は
非
常
に
驚
い

た
。
こ
こ
に
お
い
て
我
々
は
、
当
日
、
台
湾

中
立
化
に
つ
い
て
支
持
す
る
と
表
明
し
て
い

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
実
際
に
は
、
我
々
は
、
台
湾
の
中

立
化
は
現
実
的
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
日
米

と
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
安
全
防

衛
上
の
戦
略
と
矛
盾
す
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、
台
湾
は
事
実
上
独
立
し
て
い
る
が
、

中
国
の
台
湾
に
対
し
て
の
領
土
的
野
心
お
よ

び
そ
の
近
隣
海
域
に
つ
い
て
の
覇
権
の
主
張

こ
そ
が
台
湾
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
る
。

我
々
は
中
国
の
台
湾
に
対
す
る
侵
略
の
意
図

を
阻
止
す
る
こ
と
こ
そ
台
湾
に
と
っ
て
当
面

果
脱
離
美
國
的
核
子
保
護
傘
，
那
麼
台
灣
是

否
有
核
子
武
裝
的
準
備
？　

如
果
沒
有
，
那

麼
要
依
賴
什
麼
來
防
止
他
國
的
核
子
武
器 

攻
?

　

台
灣
位
處
連
結
日
本
列
島
─
沖
繩
諸
島

─
台
灣
─
菲
律
賓
、
越
南
的
第
一
列
島
線
的

要
衝
，
也
是
扼
止
中
國
擴
張
其
海
洋
霸
權
最

重
要
的
戰
略
據
點
。
所
以
台
灣
的
去
就
直
接

影
響
亞
洲
太
平
洋
地
域
的
和
平
與
安
定
。
不

僅
日
美
兩
國
，
所
有
民
主
自
由
國
家
對
此
地

域
安
全
保
障
上
都
有
著
相
當
程
度
的
關
心
。

台
灣
能
造
成
此
安
全
保
障
上
的
空
白
?

　

台
灣
應
該
努
力
的
方
向
是
積
極
爭
取
參

與
此
地
區
的
集
團
安
全
防
衛
，
以
保
障
現
在

最
近
、
呂
秀
蓮
前
副
総
統
、
蔡
明
憲
前
国

防
部
長
、
張
旭
成
前
国
安
会
副
秘
書
長
一
行

が
日
本
を
訪
問
し
、
二
月
二
十
三
日
に
私
が

的
實
質
獨
立
地
位
。
同
時
也
爭
取
國
際
社
會

的
支
持
以
達
到
法
理
獨
立
的
目
的
。
這
條
路

雖
然
艱
難
，
但
只
要
有
維
護
民
主
自
由
與
自

國
領
土
主
權
完
整
的
決
心
與
勇
氣
，
台
灣
必

將
贏
得
全
世
界
的
尊
敬
與
支
持
。

　

然
而
，
在
中
國
仍
是
一
個
擴
張
軍
力
的

獨
裁
國
家
之
時
，
主
張
中
立
不
僅
對
台
灣
有

害
，也
無
法
得
到
美
日
的
支
持
。
此
不
顧
亞

太
地
區
安
全
保
障
的
偏
安
心
態
，
不
只
會
讓

台
灣
失
去
友
人
的
尊
敬
，
也
可
能
為
台
灣
帶

來
更
大
的
危
機
。

（
作
者
為
日
本
海
上
自
衛
隊
退
役
少
將
，

日
本
戰
略
研
究
論
壇
理
事
，
本
文
由
林
建

良
翻
譯
）

所
属
す
る
「
日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
お
い
て
「
台
湾
和
平
中
立
宣
言
」
に
つ
い

て
講
演
し
た
。
事
前
に
我
々
は
「
中
立
化
」

【
日
本
語
原
文
】

台
湾
の
中
立
化
主
張
は
有
害
無
益

川か
わ

村む
ら

　
純す
み

彦ひ
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あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
法
理
的
独
立
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
国
際
社
会
の
支
持
を
求

め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
道
の
り
は
簡
単
で

は
な
い
が
、
民
主
自
由
お
よ
び
自
国
の
領
土

の
完
全
性
を
守
る
決
心
と
勇
気
さ
え
持
て
れ

ば
、
台
湾
は
必
ず
や
全
世
界
の
尊
敬
と
支
持

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
、
中
国
が
軍
事
的
拡
張
を
行
う

独
裁
国
家
で
あ
る
こ
の
と
き
に
、
中
立
を
主

張
す
る
こ
と
は
台
湾
に
と
っ
て
害
が
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
米
日
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障

を
顧
み
ず
、
辺
境
に
安
ん
じ
る
よ
う
な
こ
の

態
度
は
、
台
湾
を
し
て
、
友
人
の
尊
敬
を
失

わ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
に
さ
ら
に
大
き

な
危
機
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

【
編
集
部
注
】
川
村
氏
の
投
稿
が
「
自
由
時

報
」
に
掲
載
さ
れ
た
三
月
二
十
一
日
、
呂
秀

蓮
氏
た
ち
は
台
北
市
内
に
お
い
て
「
台
湾
和

平
中
立
大
同
盟
」
主
催
に
よ
る
「
認
識
中
立

國
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

が
、
投
稿
は
中
立
国
化
論
を
鎮
静
化
さ
せ
る

役
割
を
果
た
す
結
果
と
な
っ
た
。

の
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

台
湾
は
国
際
社
会
に
承
認
さ
れ
た
法
的
に

も
主
権
が
独
立
し
た
国
家
と
な
っ
て
は
じ
め

て
、
中
立
が
選
択
肢
と
な
る
が
、
仮
に
、
そ

う
な
れ
た
と
し
て
も
、
中
立
と
い
う
の
は
一

国
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
中
立
に

は
関
係
諸
国
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
中
国
お
よ
び
周
辺

国
家
が
同
意
す
る
可
能
性
は
か
な
り
低
い
と

私
は
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
中
立
後
は
、
核
攻
撃
を
抑
止

す
る
軍
備
を
含
め
、
完
全
に
自
国
で
引
き
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
国
防
経
費
お
よ

び
人
民
の
負
担
は
大
幅
に
増
加
す
る
で
あ
ろ

う
。
台
湾
が
も
し
米
国
の
核
の
傘
の
も
と
を

離
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
台
湾
は
核
武
装
の
用

意
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
れ
が
な
い

な
ら
ば
、
他
国
か
ら
の
核
攻
撃
を
ど
う
や
っ

て
防
止
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

台
湾
は
、
日
本
列
島
─
沖
縄
諸
島
─
台
湾

─
フ
ィ
リ
ピ
ン
─
ベ
ト
ナ
ム
を
結
ぶ
第
一
列

島
線
の
要
衝
に
位
置
し
、
こ
れ
は
、
中
国
が

海
洋
覇
権
を
拡
張
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め

に
最
も
重
要
な
戦
略
拠
点
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
台
湾
の
去
就
は
直
ち
に
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
平
和
と
安
定
に
影
響
を
与
え
る
。
日

米
両
国
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
民
主
的
で

自
由
な
国
家
が
、
こ
の
地
域
の
安
全
保
障
に

相
当
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
状
況

で
、
台
湾
は
安
全
保
障
上
の
空
白
を
作
り
だ

し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

台
湾
が
努
力
す
べ
き
方
向
は
、
こ
の
地
域

の
集
団
安
全
保
障
に
参
加
す
る
こ
と
を
積
極

的
に
求
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
実
質
的

に
独
立
し
て
い
る
地
位
を
保
障
す
る
こ
と
で

中立化の話は事前打ち合わせになかったため聞くだけに
止めた進行役の川村氏（写真左。 2 月23日、日本戦略
研究フォーラム）


